
資料３－１鴨川下流域の護岸設計について

◆横断計画の考え方

・周辺の土地利用から引き堤は困難であり、現況河道内で河積を確保する。

・Ｈ.Ｗ.Ｌ.及び計画堤防高は河川整備計画を踏襲する。

・高水敷きの連続性を確保する。
高水敷きの高さは一連区間の低水路水深が同じ高さとなるように、現況
高さ程度で設定する。小枝橋付近は橋の下を通行できるよう概ね１ｍ切
り下げる。

・低水路の拡幅は片岸拡幅を基本とする。ただし、一部区間では左右岸の
バランスを考慮し、両岸拡幅とする。

・ 低水路を拡幅する場合の護岸勾配は1:2.0を採用する。

護岸詳細設計 Ｌ＝３，７００ｍ （陶化橋～京川橋右岸）

平成２３年度の実施内容



■平成21年度　施工箇所　【除去後：H22.2.26 → 現在：H24.1.16】

①二条大橋～四条大橋　（御池大橋下流）

②賀茂大橋～出町橋、（高野川）～河合橋　（賀茂大橋上流）

鴨川・高野川　中州等除去箇所の経年変化

中州が若干着き始めているが、
大きな変化は見られない。

存置した中州が流出してい

中州が発達している。
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③御薗橋～西賀茂橋　（御薗橋上流）

④高野橋～馬橋　（松ヶ崎人道橋下流）

下流の中州が伸びている。

存置した中州が発達して土砂の堆積が進
み、みお筋は左岸側のみとなっている。



■平成22年度　施工箇所　【除去後：H23.3.16 → 現在：H24.1.16】

①丸太町橋～荒神橋　（荒神橋下流）

②賀茂川通学橋～庄田橋　（志久呂橋下流）

存置した中州の形状は変わっているも

中州が若干着き始めている。



②賀茂川通学橋～庄田橋　（志久呂橋下流）

②賀茂川通学橋～庄田橋　（志久呂橋上流）

存置した中州が発達し、みお筋は右岸側
のみなっている。左岸側はたまりの状態。
※今年度一部箇所で土砂掘削を実施

存置した中州が発達しているが、みお筋
は左右岸とも維持されている。
※今年度一部箇所で土砂掘削を実施



■平成23年度　施工箇所【除去前：H23.11.21→ 現在施工中：H24.1.16】

①出雲路橋～北大路橋　（北大路橋下流）

①出雲路橋～北大路橋　（出雲路橋上流）



②馬橋～松ヶ崎橋　（松ヶ崎橋下流）

②馬橋～松ヶ崎橋　（馬橋上流）
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